
【８日】国会において、ガソリンスタンドにおけるアル
コール飲料の販売の禁止に関する協議が行われ
た。現在は、夜１０時までアルコール飲料を販売する
ことが許可されているが、国会で協議された案では、
２０１６年１月１日から販売が禁止されることとなる。
しかしながら、ガソリンスタンド関係者は、これに反対
しており、２０１９年に延期されるかもしれない。

【８日】国会安全保障防衛委員会において、グリボウ
スカイテ大統領が提言した新しい国家保安局長の候
補者であるヤウニシュキス氏（Mr. Darius Jauniskis）
が、今までの彼の任務や彼自身に関する紹介を行っ
た。９日、同氏は、国家保安局長として承認され、正
式に就任することとなった。

【１７日】大統領府において、グリボウスカイテ大統領
や政治家が出席し、２０１４年～２０２０年における外
交、安全保障及び防衛政策の戦略的ガイドラインに
関する合意文書について、如何に実施していくか協
議するための会議が行われた。この会議の出席者
は、国防費の増大、徴兵制の復活及びエネルギー
安全保障について協議した。

【２１日】シマシウス国会議員がビリニュス市長に就
任し、国会議員を辞任したことからリベラルムーブメ
ントのチミリーテ氏（Cmilyte－Nielsen）が繰り上げ当
選し、国会で宣誓を行った。

【２３日】国会において、国会議員に立候補できる年
齢要件に関する憲法（第５６条）改正についての第一
読会が行われ、当該規定を現行の２５歳から２３歳
に変更することを承認した。今後、第二読会が行わ
れる。

【３日】１９９０年の独立宣言署名者のうちの１人であ
るパタツカス氏（Mr. Algirdas Patackas）（２０１４年６
月１９日まで勇気ある道党の院内会派に所属、同年
６月２０日から無所属）が癌のため死去し、パタツカ
ス氏の議席が空席となったことから、この空席にナカ
ス議員（Mr. Audrius Nakas）が繰り上げ当選すること
となった。

【６日】１９９０年の独立宣言署名者のうちの１人であ
るオゾーラス氏（Mr. Romualdas Ozolas）が死去した。

【７日】秩序と正義党を離党したマズローニス国会議
員（Mr. Andrius Mazuronis）は、正式にリベラルムー
ブメント院内会派の所属となった。

【７日及び１４日】国会の第一・第二読会において、徴
兵制の復活に関する法改正案が審議され、承認さ
れた。５月に徴兵通知が始まる予定。

【８日】リトアニア・ラジオ・テレビ委員会は、ロシア語
テレビ番組を放映するRTR Planeta放送局による放
映を３ヶ月停止することを決定した。

【８日】ミコラス・ロメリス大学の学長に元教育科学大
臣のモンケビチュウス教授（Prof. Dr.Algirdas
Monkevicius）が選任された。

【２５日】政党と政治家の支持率に関する世論調査が
発表された。
  社会民主党　　             19.3%　（前回3月  21.5%）
  リベラルムーブメント      14.8%　   　 　     （12.7%）
　秩序と正義党　　　　　  　 8.6%　  　　　     　（6.9%）
　祖国同盟　　　　　　 　      8.3%　 　　 　　     （9.3%）
　労働党　　 　 　            　 6.3%　　 　　     　（6.1%）

国民の利益を最も代表している政治家
　グリボウスカイテ大統領    21.8%　　　　  　（24.0%）
　ブトケビチュウス首相　      11.2%　　　　  　（12.2%）

個々の政治家について支持するか否か
　グリボウスカイテ大統領　   63.9%　 　    　（60.2%）
　ブトケビチュウス首相         59.7%　         （54.7%）
　グロウジニエネ国会議長    26.3%　　 　    （30.8%）

●２日、エネルギー省は、ガスプロム社がリトアニアのＥＵ第３エネルギーパッケージの実施に対して提訴して
いた裁判を取り下げ、その結果、仲裁裁判所はガスプロム社が提訴した投資仲裁裁判を終了したことを発表
した。

●７日及び１４日、国会の第一・第二読会において、徴兵制の復活に関する法改正案が審議され、承認され
た。５月に徴兵通知が始まる予定。

●２４日及び２５日、祖国同盟党首選の決選投票が行われ、ランズベルギス議員が党首として選出された。ラ
ンズベルギス議員は、５月９日から正式に党首となった。

●９日、ヤウニシュキス氏（Mr. Darius Jauniskis）は、国家保安局長として承認され、正式に就任した。

●８日、ミコラス・ロメリス大学の学長に元教育科学大臣のモンケビチュウス教授（Prof. Dr.Algirdas
Monkevicius）が選任された。
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●３日、

【２４日及び２５日】祖国同盟党首選の決選投票が行
われ、今後２年間における同党党首にランズベルギ
ス議員（Mr. Gabrielius Landsbergis）を選出した。同
党のホームページで発表された決選投票の最初の
暫定結果によると、欧州議員である３３歳のランズベ
ルギス議員が得票率５５．４３％を獲得し勝利したの
に対し、国会副議長であるデグティエネ議員（Ms.
Irena Degutiene）の得票率は４４．５３％であった。ラ
ンズベルギス議員は、５月９日から正式に党首に
なった。

【２日】グリボウスカイテ大統領及びオレカス国防大
臣は、リトアニアを訪問したソーンベリー米下院軍事
委員長（Mr. Mac Thornberry）等と各々会談を行い、
二国間協力や欧州及びウクライナにおける安全保
障状況に関して協議を行った。

【１６日】リンケビチュウス外相は、シュタインマイヤー
独外相と会談し、二国間パートナーシップの強化、ウ
クライナに対する軍事侵攻、ロシアとの関係、ＥＵの
東側隣国との関係、エネルギー及び安全保障問題
について協議した。

【２６日】労働党は、マズローニス欧州議員(Mr.
Valentinas Mazuronis）の同党への所属を承認した。

【３０日】労働党が、パバルキス教育科学大臣に対
し、労働党のプログラムに沿った取り組みを行ってい
ないとして、大臣としての任務を辞任するよう求めて
いたのに対し、パバルキス教育科学大臣は辞表を
提出し、ブトケビチュウス首相は同大臣の辞表を受
理した。パバルキス大臣の現職としての任務は５月
１１日までとなった。

【３日】グリボウスカイテ大統領、ブトケビチュウス首
相及びリンケビチュウス外相は、リトアニアを訪問し
たチャヴシュオール・トルコ外相と各々会談し、二国
間の協力や地域における安全保障状況について協
議した。

【１０日】グリボウスカイテ大統領は、当地来訪中の
ロイヴァス・エストニア首相（９日に第２次ロイヴァス
政権発足）と会談し、安全保障問題及びエネルギー
分野における協力について協議した。

【１５日～１９日】クビリウス祖国同盟党首は米国を訪
問し、ワシントンにおいて米国の政治家とロシアの脅
威を受けている欧州の状況について協議した。

【９日】大統領府は、グリボウスカイテ大統領がグリ
アＯＥＣＤ事務総長から電話で、同日に開催されたＯ
ＥＣＤ理事会においてリトアニアのＯＥＣＤ加盟に向
けた審査開始を満場一致で決定したとの通報があっ
た旨のプレスリリースを発出した。

【３０日】国家運輸協会が、フランス、ベルギー及びド
イツ大使館前で抗議活動を行った。フランスとベル
ギーで、トラック運転手が週休日を車内で過ごすこと
が出来なくなるという法律があらたにできたこと、そし
てドイツでは最低賃金が時給８．５０ユーロとする決
定がなされたことに反対するものである。

【２０日】世界女性指導者会議（Council of Women
World Leaders）の議長であるグリボウスカイテ大統
領は、当地で開催された同大統領後援の国際平和
と安全を促進するための女性の役割に関するＯＳＣ
Ｅ及び国連主催の会議に出席したほか、同会議出
席のため当地訪問中のザニエル(Lamberto Zannier)
ＯＳＣＥ事務総長と会談し、地域の安全保障問題及
びミンスク諸合意の履行を確保するためのＯＳＣＥの
役割について協議した。

【２０及び２１日】ウクライナを公式訪問したオレカス
国防大臣は、ポルトラク・ウクライナ国防大臣と会談
し、安全保障及び防衛分野における協力等について
協議した。

【１５日】グリボウスカイテ大統領及びオレカス国防大
臣は、当地訪問中のフォン・デア・ライエン独国防相
と各々会談を行い、地域の安全保障問題や国防分
野における協力について協議した。オレカス国防大
臣は、フォン・デア・ライエン独国防相と、リトアニア
が、ドイツから自走榴弾砲（Panzerhaubitze 2000（Ｐｚ
Ｈ））を購入する可能性について協議し、ドイツから前
向きな返答を得た。

【２８日】リエトボスリタス紙によると、リトアニアは、Ｅ
Ｕ諸国の中で、５月９日にモスクワで行われるロシア
の第二次世界大戦勝利７０周年記念式典に出席し
ない唯一の国となった。
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【１４日～１５日】薗浦外務大臣政務官が当地を訪問
し、リンケビチュウス外相に表敬するとともに、ゲル
マナス外務副大臣及びスプルオーギス・エネルギー
副大臣と会談を行った。また、カウナスで開催された
「ジャガイモ袋で密かに逃れて」リトアニア語出版記
念行事に出席したほか、杉原記念館を訪問した。

　この資料は、リトアニアの政治・経済情勢を中心に各種報道、発表をとりまとめたものですので、記載事項の
信憑性まで確認したものではありません。
　
　記載事項は在リトアニア日本大使館の見解を示すものではなく、特定の団体・個人の利益を代表するもので
はありません。

【２日】エネルギー省は、ガスプロム社がリトアニアの
ＥＵ第３エネルギーパッケージの実施に対して提訴し
ていた裁判を取り下げ、その結果、仲裁裁判所はガ
スプロム社が提訴した投資仲裁裁判を終了したこと
を発表した。

【１０日】ＥＬＴＡ通信は、同日ビリニュスで開催された
バルト３国首相会合におけるビサギナス原発建設プ
ロジェクトに関する各国首相の発言について、ブトケ
ビチュウス首相は、リトアニアの提案と暫定評価を地
域パートナーに紹介し、日本の日立製作所との協力
は継続していくと述べ、ロイヴァス・エストニア首相
は、ビサギナス原発建設プロジェクトは、深く議論さ
れていないものの、利益が得られるのであれば、エ
ストニアはこのビサギナス原発建設計画を諦めた訳
ではないと述べ、ストラウユマ・ラトビア首相は、同様
の見解を示しつつ、本プロジェクトの経済的実現性
評価が準備されれば、ラトビアの立場を明確に示す
と述べた旨報じた。

【２２日】欧州委員会は、露ガスプロム社に対しＥＵ競
争法違反の疑いがあると発表した。２０１１年から、
不当なガス価格であるとして、リトアニアがイニシア
ティブを取り、欧州委員会が本件について調査を実
施してきた。リトアニアのガス価格はＥＵ内で最も高
額であった。ガスプロム社への罰金は、今のところ課
せられていない。最終的な決定は３ヶ月後以降にな
る見込み。

【２７日】京セラ株式会社のグループ会社で、機械工
具の製造、販売を行う京セラユニメルコ社（本社：デ
ンマーク）は、当国の木工工具の製造、販売会社で
あるガルスダロ・メディエノス・テクノロジヤ社
(Garsdalo Medienos Technologija, UAB)の全株式を
取得し、即日取得を完了した旨プレスリリースで発表
した。

【１８日】白石大使は、ビリニュス市庁舎において開
催された当地非営利団体Opportunity Development
主催及びパビリオニス駐米リトアニア大使
（Ambassador Zygimantas Pavilionis）後援の国際的
な課題を解決するための若者の役割について協議
する「若者のための国際会合（International Youth to
Youth (Y2Y) Summit）」に出席し、各国から参加した
若者の参加者に対し、「日本の外交」と題した講演を
行った。

【２９日】我が国政府は、リマンタス・ヴァイツクス・リト
アニア日本友好協会会長及びリトアニア元留学生の
会会長に対して、日リトアニア間の相互理解及び経
済技術交流の促進に寄与したとして、旭日中綬章を
授与することを発表した。

エネルギー（含むビサギナス原発プロジェクト） 
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